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この15年間で、多種多様な大学で日本について教える機会に恵まれました。私はアメリカ人の
学者で、生まれも育ちも合衆国ですが、最初に日本へ留学したのは1980年代後半でした。ロン
ドンで現在のポストに落ち着くまでは、私はそれぞれ性格の異なる６つの大学（小さな人文科学
の単科大学から、大きな公立大学まで）で日本について教えていました。
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私は2009年からロンドン大学SOASで日本史を教えています。
SOASはとても魅力的な場所です。合計しても学生数は7000名に満たないものの、その半数
以上が、世界の様々な大学に留学経験のある大学院生です。ヨーロッバのどこよりもアジア・
アフリカ・中東に関するコースをSOASは量的にも密度的にも持っています。
そうしたコースでは、イギリスの学生に教えるだけではありません。実際、私の授業には、日本
と同じくらい遠いパキスタンの学生やブルネイの王子などがいます。日本に興味を持つ学生の
幅広さにはびっくりします。
そして、とてもユニークですね。
そんな場所はほかにはないことでしょう。こんなにも多種多様な若者が、日本について何かを
知りたいと強い関心を持っているような場所は。
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SOASの日本研究はまさに尊敬に値する伝統と言えます。
SOASは1916年から（イギリスにおいてはほぼ初となる）日本語教育に携わり、しばらくは唯一の小さ
なゼミ（常に６人を超えることのない）として続いていましたが、1942年に英国政府が特別奨学金プロ
グラムを始めると、最終的には数百人の男女が日本語を短期集中コースで学び、太平洋戦線に従軍
していきました。実際、SOASで訓練を受けた女学生からなる特別部隊は、ブレッチリー・パークの機密
暗号解読機関で日本語解読者として従事しました。多くの「ダルウィッチボーイズ」や「ブレッチリーガ
ールズ」は戦後日英間の関係を築きました。
日本語で教育を受ける学生の数は決して多くはありませんでしたが、1950年代から1960年にかけ、
SOASは、日本に関するコースを拡大し、歴史学・近現代文学・政治学を新たに学べるようにしました。
1970年代から1980年代には日本経済、日本社会学に関するコースも開設されました。
1990年代以降は、人類学やフィルム・テレビ研究といったカルチュラル・スタディーズに興味のある学
生が多くを占めるようになりました。
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2016年現在SOASには30人以上の研究者が在籍しており、ヨーロッパでもっとも広い研究分野をカ
バーしています。
日本コースで学べる分野は以下の通りです。人類学、美術・考古学、演劇論、経済学、地理学、歴
史学、言語・文学、法学、メディア研究、音楽研究、言語学、政治学、宗教・社会学。
日本語クラスの年間受講者数はおよそ550人ですが、SOASでは、上で述べたように、日本に関す
る幅広いコースがとれるため、全学生の5人に1人が日本に関する授業を毎年受講しています。
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日本学はSOASでは大きく力強い存在ですが、英国で日本教育が普及しているとはいえません。
全国154もの大学に年間200万人以上の大学生が在籍していますが、その中でたった15のイギリ
スの大学（10％）にしか日本語もしくは日本語教育の学部はありません。
1845校中366校の大学（20%）が日本学部を持っているアメリカと比べると、あまりにわずかな数で
すね。
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本日は以下の三つのサブクエスチョンについて考察してみたいと思います。
1）アメリカとイギリスの学生は日本について学ぶ時に何を選ぶのか
2）なぜ日本を学ぼうとするのか
3）彼らの研究はその後の人生にどう影響を与えるのか
国際交流基金の「日本研究」に関するいくつかの良いデータがあります。それらのデータから、
学生と教員の数や、コースで学んだり教えることに対しての鍵が見えてくるでしょう。
ここから先は、国際交流基金によって集められたデータと、イギリスやアメリカにおける私の個
人的経験談を織り混ぜて話していくこととします。
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まず最も簡単な質問から始めましょう：日本について何を学んでいるのか？
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もちろんイギリスの学生もアメリカの学生も日本語を学びます。しかしながら英国と合衆国とで
は生徒の数に大きな開きがあります。
高等教育や大学教育を受ける学生の内日本語の授業を選択する数は毎年、合衆国では実に
12万8千人を上回るほどですが、英国では1万1千人をわずかに上回るほどでしかありません。
人口の多さで言えば、合衆国の方が英国よりも圧倒的なのは当然ですが、それぞれの国の人
口における学生比率を見てみても、日本語を学ぶアメリカの学生はイギリスの学生よりも2倍の
開きがあります。
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言語は日本を理解するにあたって必須のものですが、学生たちは同じように日本の文学や歴
史、美術、文化的習慣、経済、政治についても知りたいと思っているのです。
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そして、変遷する学生たちの興味に応じるために、世界各国の大学では（米国と英国においては
特に）日本についての授業を行うために、私のような歴史家などの専門家がますます雇われるよ
うになってきました。（部分的に学生への日本語習得の補助もしますが）
1990年代半ば以降ほとんどの日本学部では言語・文学以外の人文科学に重きを置くようになり、
その次に社会科学、となっています。
見ればおわかりの通り、1995年以降、人文科学の専門家の割合は10％増加しており、法学や公
共政策といった特定の専門職に関する専門家の数は目に見えて低下しています（ほぼ6％）。こ
の傾向は研究分野の大きな変化を反映しています。これについては、のちほど触れることにしま
す。
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もうすこし詳しく見てみると、日本学科の教員の大多数が歴史/言語/文学を修めているとわか
ります。
歴史/言語/文学の専門家を合わせると、全体の43％強になります。興味深いのは、この数字
は1970年の52％から減少していることですね。というのも、国際交流基金が45年前にこの統計
を開始して以来少しずつ進んでいる専門科目の多様化が見て取れるからです。
まぁ、私は歴史学が最も優れた学問であると考えていますが、まじめに言って、日本に関する
社会科学の占める割合が減少しているのは大きな損失です。単に「需要と供給」という考えか
ら、イギリスやアメリカの学生が社会科学のレンズを通じて日本を研究する機会が減っていくの
は残念なことです。
おそらくこのグラフが示すさらに重要なことは、学際的とされる専門家の割合が急増していると
いうことでしょう。このことは、日本に関するどんな知識が大学レベルでアクセスされるのか、と
いう変化を反映しています。これは重要です。
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学生の履修状況に目を移してみると、学生たちが多様な科目の中で日本について学んでいること
が分かります。
国際交流基金の統計によれば、日本学科のある大学では全歴史科目のうち、7％が日本に焦点を
当てていますし、複数国を対象とする歴史科目では4％が日本に関する項目を含んでいます。
一年次で履修する文化・文明概説講座全体では、前者の5％が日本に具体的な焦点を定め、後者
でも5％が少なくとも何らかの形で日本を取り上げています。
文化・文明科目は正に私の「ブレッド＆バター」（おにぎり）なのです。たとえば「東アジア文明」といっ
た名前のコースをSOASで開講するとなれば、その内30％は「日本」を扱うでしょうし、その場合、こ
の授業で毎年数百人の学生を教えることとなるでしょう。しかし、「日本文明」あるいは「侍の台頭」と
いったコースを開講したとすると、受講者は20名、多くても50名といった具合になります。もちろん、
50名の受講者であっても20～30年続けば大きな数字といえますが、どんな風に見ても、受講生が
200名いた方が良いのです。
文化・文明概説講座こそ、同僚や私がこの10年にわたって心血を注いでいることなのです。私たち
は、日本学の専門家育成に特化せずとも、多岐にわたる学問的視野に立ち、日本に関する項目を
幅広い知的土台を広げる手段として取り上げながら、授業を発展させています。
学生が何を学びたいのか、ということは私が教えてきたそれぞれの場所で異なるため、決定的なこ
とを述べるのはとても難しいです。たとえば15年前に小さな教養学部で教えていた時には、私の学
生たちの大半が「侍の歴史」コースを履修しており、これは平安時代から徳川幕府の初期にかけて
の武士階級の台頭を概説するものでした。そのうち半数以上は、私が他に開講していた近代日本
史概説も併せて履修していました。こちらの授業では徳川家康の台頭から第二次世界大戦の終戦
までが対象でした。
しかし、もう少し最近の話となると、学生の反応は異なります。たとえばロンドン大学SOASでは私の
学生たちは「侍の歴史」には実質的に興味をほとんど示さず、主に関心を示すのは近現代日本に
関する科目のみです。実のところ、学部においては、近代日本を扱う私の授業はここずっと2番目に
受講者数の多い授業となっており、大学院においては、私の授業は最大の受講者数となります。近
代中国や近代中東を扱う授業よりも大きいのですよ。
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ただ、なぜ学生たちが私たちの授業へやってくるのでしょうか。これは非常に難しい問題です。
しかし、社会学者であるパトリシア・スタインホフ（ハワイ大学）がまとめた素晴らしい研究から、
この問いにとって極めて有益な洞察がもたらされるでしょう。
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国際交流基金の支援を受けて、パトリシア・スタインホフは1970年代以来長期的（縦断的）な日
本研究の調査研究を行っています。
スタインホフのデータは、合衆国内で日本に関する指導、調査、研究を行っているほぼ全ての
人々への調査から成っています。また、彼女が行った調査方法は、英国やオーストラリアにお
ける同様のデータ収集方法へ影響を与えました。
学生の履修に関するスタインホフのデータによって明らかになったのは、これまで一般的には
裏付けが乏しいとされていたことでした。
実際彼女はそのデータを用いることで、アメリカにおいて1970年代から現れた（実際には1950
年代にまで遡れそうな）学生の関心について、明確な3つの枠組み（傾向）を見出しています。
英国のデータはもちろんオーストラリアのデータでさえ、この素晴らしさには及びませんが、彼
女が合衆国について下した結論は、イギリスやオーストラリアの状況と重なっているように見え
ます。
スタインホフが発見したのは、1980年以前においては日本学を研究する学生の大半は言語や
地域研究に関心を寄せていたということ、それから1980年代以後には日本との経済競争をする
中で日本に関する新しいタイプの知識を求める学生が一気に増えたということでした（バブル経
済が終わって日本経済は衰退していくわけですが）。こうした2つの流れのあとで台頭してきた
ものが、意外にも日本のカルチュラル・スタディーズだったのです。
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・日本研究への2つの道程：
a) 古典文化への接触
b) 兵役
・様々な学問を通して日本を見つめるよう学ぶため、人文科学と社会科学の間で均等に分散する。
・日本研究を履修する学生が少数である。
・言語ならびに学問的な専門性が高い水準で獲得される。
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・経済的に有益なものとして学生が日本研究に取り組むようになった。
・学生が、実利的に必要とされる知識の獲得を望む。
・社会科学や専門職志向のトレーニング。
・短期間に学生が増えた。
・言語や社会科学の専門性が高い水準で獲得される。
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・学生達は言語研究とは別に、学際的な科目を通じた研究を望む。日本語研究は前提条件で
はなくなる。
・サブカルチャーやポップカルチャーが、研究のキー・テーマとなり、動機となる。
・臨機応変に対応できる人文科学の併用が重視される。
・社会科学の重視が薄れる。
・3つの枠組みの中で最も学生が多い。
・言語習熟度は個人差が激しい。
・学問分野としての専門性が低くなった。
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スタインホフのデータは魅力的ですが、日本研究が学生のその後の人生にどのような影響をも
たらすのかという問いへの答えは持ちあわせてはいません。それでも、私の実体験に基づき、
いくつかの考察をしてみようと思います。
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幾分かありふれたことではありますが、外国人が留学生として日本で築く人間関係は、一生涯
続くということを挙げておきます。私たちが日本で結ぶ関係に何の価値があるわけではありま
せん。にもかかわらず、他国民との関係にはこれが重要なのです。
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ただし、日本研究には経済的な理由も伴っています。
イギリスの日刊紙『テレグラフ』が英国労働者を調査して大学卒業者の生涯賃金を計算した
2012年のデータを発表しました。正直なところ、次のことには驚きました。日本語研究や日本研
究をしている学生は平均生涯賃金で第10位となり、法学位所持者よりも高かったのです！
英国では日本専攻の卒業生はそう多くありませんが、時間と努力を日本研究に費やした学生
たちは、ほとんど他の学位所持者よりも高収入を得るチャンスがあるのです。
アメリカでも同じ傾向がありますが、上位10番以内ということはありません！
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驚かないで欲しいのですが、日本は世界への入り口なのです。日本はいかにして国際化すべ
きか、という声をよく耳にしますが、重要なのは、日本が国外の多くの学生にとって世界につな
がる道になっているのだと理解することです。
事実、日本に関して研究すること、日本に留学することというのは、アメリカやイギリスからやっ
てくる若い人びとにとって、数え切れないほどの機会に恵まれているということになります。
JETや東京外国語大学などが参加している交換プログラムといったものなどは、日本への重要
な入り口となっていますが、SOASの日本研究課程を修了した若者の中には、日本とは、まった
く関係のない分野で成功している者も多くいます。
私がかつて教えたある学生は、現在ロンドン市警の巡査部長を務めています。NHKに務めてい
る学生も、スーダンの難民キャンプで働いて帰国したばかりの学生もいます。
日本を研究するということは、イギリスやアメリカの学生にとって現実的な選択肢なのです。そ
れは日本の専門家が必要とされているからではなく、日本について学ぶ過程は、学生たちにと
って、いま私たちが暮らしている世界に関わっていく上で必要なツールを確立する手助けとなる
からです。
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